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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第63期

第２四半期累計期間
第64期

第２四半期累計期間
第63期

会計期間
自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日

自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日

自 平成25年３月21日
至 平成26年３月20日

営業収益 (千円) 4,760,363 4,619,879 9,185,251

経常利益又は経常損失(△) (千円) 52,189 77,379 △14,340

四半期純利益
又は当期純損失(△)

(千円) 31,304 42,391 △126,153

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 （千円） 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 （株） 7,560,000 7,560,000 7,560,000

純資産額 (千円) 6,840,545 6,678,907 6,650,675

総資産額 (千円) 8,807,759 8,692,397 8,587,088

１株当たり四半期純利益金額
又は当期純損失金額(△)

(円) 4.16 5.63 △16.75

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 5.00 5.00 10.00

自己資本比率 (％) 77.7 76.8 77.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 176,329 100,189 318,855

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △285,449 △142,374 △270,530

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △107,069 △49,009 △167,564

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,219,265 1,225,020 1,316,214
 

 

回次
第63期

第２四半期会計期間
第64期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年６月21日
至 平成25年９月20日

自 平成26年６月21日
至 平成26年９月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.15 3.94
 

(注) １ 営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、潜在株式調整後１株

当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記

載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、大規模な経済政策をはじめとした各種政策などによる経済成長へ

の期待感からの円安や株価上昇、金融緩和政策による設備投資の増加などがあり、景気は緩やかな回復基調で推移

し、景気回復に向けた明るい兆しが見えました。しかしながら、４月に実施された消費税率引き上げによる駆け込

み需要はあったものの、その後の消費マインドの低下が懸念材料となっております。

当第２四半期累計期間は、営業収益は概ね前年同四半期程度を維持しました。経常利益は、昨年計上した三好支

店の外壁工事による多額の修繕費が今年はなくなったこと等により、全体としては増益となりました。

その結果、営業収益は4,619百万円（前年同四半期比3.0％減）、経常利益は77百万円（前年同四半期比48.3％

増）、四半期純利益は42百万円（前年同四半期比35.4％増）となりました。

また、販売の状況として事業別の営業実績を示せば次のとおりであります。

 

営業実績

区分

第63期第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

第64期第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日)

営業収益
前年同期比
（％）輸送屯数(千屯) 営業収益(千円) 輸送屯数(千屯) 営業収益(千円)

貨物運送事業 484 3,793,513 466 3,653,969 △3.7

倉庫事業 － 897,708 － 899,277 0.2

その他事業 － 69,141 － 66,632 △3.6

合計 484 4,760,363 466 4,619,879 △3.0
 

(注) １ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。

２ 当第２四半期累計期間の貨物運送事業における輸送屯数のうち、傭車によるものは239千屯であります。

また傭車による収入は1,873,345千円であります。

 

(2) 財政状態の分析

流動資産は、3,237百万円(前期末比4.6%増、142百万円増)となり、そのうち現金及び預金は、1,425百万円(前期

末比91百万円減)となりました。

固定資産は、5,454百万円(前期末比0.7%減、36百万円減)となり、そのうち有形固定資産は、4,967百万円（前期

末比44百万円減）となりました。
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流動負債は、1,455百万円(前期末比5.8%増、79百万円増)となり、そのうち営業未払金は、599百万円（前期末比

33百万円増）となりました.

固定負債は、558百万円(前期末比0.4%減、2百万円減)となり、そのうち長期借入金は、117百万円（前期末比8百

万円減）となりました。

純資産は、6,678百万円（前期末比0.4%増、28百万円増）となり、そのうち利益剰余金は、4,379百万円（前期末

比4百万円増）となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,225百万円になりました。

 

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は100百万円（前年同四半期は得られた資金176百万円）となりました。これは主に

税引前四半期純利益を計上したこと等によるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は142百万円（前年同四半期は使用した資金285百万円）となりました。これは主に

固定資産の取得による支出があったこと等によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は49百万円（前年同四半期は使用した資金107百万円）となりました。これは主に配

当金の支払いによる支出があったこと等によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた問題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(6) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末に計画した主要な設備の新設、除却

等について著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,000,000

計 22,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年９月20日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年10月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,560,000 7,560,000
名 古 屋 証 券 取 引
所　
市場第二部

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 7,560,000 7,560,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月21日～　
平成26年９月20日

－ 7,560,000 － 1,140,000 － 1,120,000
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(6) 【大株主の状況】

平成26年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

小笠原　和　俊 名古屋市北区 1,699 22.5

岩瀬合名会社 名古屋市中区金山１丁目６番７号 704 9.3

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10－17 297 3.9

小笠原　道　弘 名古屋市北区 225 3.0

小笠原　俊一郎 名古屋市昭和区 175 2.3

小笠原　明　子 名古屋市北区 175 2.3

大宝運輸社員持株会 名古屋市中区金山５丁目３－17 158 2.1

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 153 2.0

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都港区浜松町２丁目11番３号 144 1.9

小笠原　正　俊 名古屋市守山区 140 1.9

計 － 3,873 51.2
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成26年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

33,000
－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,451,000
7,451 －

単元未満株式
普通株式

76,000
－ －

発行済株式総数 7,560,000 － －

総株主の議決権 － 7,451 －
 

 

② 【自己株式等】

  平成26年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山五丁目
３番17号

33,000 － 33,000 0.4

計 － 33,000 － 33,000 0.4
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

　退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

監査役 － 野村　俊夫 平成26年６月22日
 

（注）平成26年６月22日逝去により退任いたしました。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年６月21日から平成26年

９月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成26年３月21日から平成26年９月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　    0.6％　　　

　　売上高基準　  　　    0.1％

　　利益基準　　　　　    3.4％

　　利益剰余金基準　　    0.8％

　　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月20日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,516,214 1,425,020

  受取手形及び営業未収入金 1,425,660 1,661,140

  貯蔵品 14,741 12,100

  その他 143,063 143,927

  貸倒引当金 △4,400 △4,700

  流動資産合計 3,095,279 3,237,488

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,083,259 5,089,464

    減価償却累計額 △3,725,017 △3,782,323

    建物及び構築物（純額） 1,358,242 1,307,140

   機械装置及び運搬具 2,599,456 2,630,187

    減価償却累計額 △2,274,679 △2,286,814

    機械装置及び運搬具（純額） 324,777 343,373

   土地 3,255,738 3,255,738

   その他 228,348 227,277

    減価償却累計額 △155,260 △166,040

    その他（純額） 73,087 61,237

   有形固定資産合計 5,011,846 4,967,490

  無形固定資産 46,851 41,889

  投資その他の資産   

   投資有価証券 240,952 277,324

   差入保証金 91,896 63,650

   その他 100,593 104,945

   貸倒引当金 △330 △391

   投資その他の資産合計 433,111 445,528

  固定資産合計 5,491,808 5,454,908

 資産合計 8,587,088 8,692,397
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年３月20日)
当第２四半期会計期間
(平成26年９月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 565,530 599,294

  1年内返済予定の長期借入金 19,680 19,680

  未払法人税等 24,676 19,357

  賞与引当金 182,418 174,980

  役員賞与引当金 5,000 7,500

  その他 578,302 634,357

  流動負債合計 1,375,607 1,455,169

 固定負債   

  長期借入金 126,120 117,920

  退職給付引当金 137,509 128,175

  役員退職慰労引当金 165,847 167,859

  その他 131,327 144,364

  固定負債合計 560,804 558,319

 負債合計 1,936,412 2,013,489

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 4,375,098 4,379,850

  自己株式 △11,389 △11,880

  株主資本合計 6,623,709 6,627,970

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 26,966 50,937

  評価・換算差額等合計 26,966 50,937

 純資産合計 6,650,675 6,678,907

負債純資産合計 8,587,088 8,692,397
 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

11/20



(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

営業収益 4,760,363 4,619,879

営業原価 4,554,255 4,363,121

営業総利益 206,107 256,758

販売費及び一般管理費 ※  177,791 ※  193,649

営業利益 28,315 63,108

営業外収益   

 受取利息 223 305

 受取配当金 4,222 8,280

 受取保険金 3,725 3,349

 投資有価証券売却益 10,711 －

 その他 5,826 2,683

 営業外収益合計 24,708 14,618

営業外費用   

 支払利息 834 321

 その他 － 26

 営業外費用合計 834 347

経常利益 52,189 77,379

特別利益   

 固定資産売却益 11,178 8,622

 特別利益合計 11,178 8,622

特別損失   

 固定資産除却損 34 313

 特別損失合計 34 313

税引前四半期純利益 63,333 85,688

法人税、住民税及び事業税 7,000 12,000

法人税等調整額 25,028 31,296

法人税等合計 32,028 43,296

四半期純利益 31,304 42,391
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成25年３月21日
　至 平成25年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
　至 平成26年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 63,333 85,688

 減価償却費 134,531 149,051

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,800 360

 賞与引当金の増減額（△は減少） △6,288 △7,438

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,000 2,500

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △16,156 △9,334

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,613 2,012

 受取利息及び受取配当金 △4,445 △8,585

 支払利息 834 321

 投資有価証券売却損益（△は益） △10,711 4

 固定資産売却損益（△は益） △11,178 △8,622

 固定資産除却損 34 313

 売上債権の増減額（△は増加） △186,370 △235,480

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,779 2,641

 仕入債務の増減額（△は減少） 95,467 33,764

 その他 93,445 101,426

 小計 125,302 108,623

 利息及び配当金の受取額 4,445 8,585

 利息の支払額 △834 △321

 法人税等の支払額 △8,489 △16,698

 法人税等の還付額 55,905 －

 営業活動によるキャッシュ・フロー 176,329 100,189

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △300,000 △200,000

 定期預金の払戻による収入 － 200,000

 有価証券の償還による収入 200,000 －

 有形固定資産の取得による支出 △171,388 △149,324

 有形固定資産の売却による収入 11,190 8,720

 投資有価証券の取得による支出 △37,080 －

 投資有価証券の売却による収入 15,030 193

 その他 △3,201 △1,964

 投資活動によるキャッシュ・フロー △285,449 △142,374

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △66,420 △8,200

 リース債務の返済による支出 △2,664 △2,664

 配当金の支払額 △37,601 △37,654

 その他 △383 △490

 財務活動によるキャッシュ・フロー △107,069 △49,009

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216,189 △91,194

現金及び現金同等物の期首残高 1,435,454 1,316,214

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,219,265 ※  1,225,020
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期貸借対照表関係)

偶発債務

当社が加入する複数事業主制度の「愛知県トラック事業厚生年金基金」は、平成26年２月27日開催の代議員

会で特例解散の方針を決議しております。当方針決議により、同基金解散に伴う損失の発生が見込まれます

が、不確定要素が多いため金額を合理的に算定することができません。

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日)

人件費 105,844千円 118,411千円

（うち賞与引当金繰入額） （5,547千円) （8,586千円)

（うち役員賞与引当金繰入額） (5,000千円) （7,500千円)

（うち退職給付費用） (4,414千円) （5,520千円)

（うち役員退職慰労金引当金繰入額） (4,686千円) （2,012千円)

減価償却費 8,267千円 10,998千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期累計期間

(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日)

現金及び預金 1,519,265千円 1,425,020千円

預入期間が３か月超の定期預金 △300,000千円 △200,000千円

現金及び現金同等物 1,219,265千円 1,225,020千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月12日
定時株主総会

普通株式 37,655 ５ 平成25年３月20日 平成25年６月13日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日
取締役会

普通株式 37,649 ５ 平成25年９月20日 平成25年11月26日 利益剰余金
 

 

当第２四半期累計期間(自 平成26年３月21日 至 平成26年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月13日
定時株主総会

普通株式 37,639 ５ 平成26年３月20日 平成26年６月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 37,631 ５ 平成26年９月20日 平成26年11月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成25年３月21日 至 平成25年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成26年３月21日 至 平成26年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成25年３月21日
至 平成25年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日)

　　１株当たり四半期純利益金額 ４円16銭 ５円63銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 31,304 42,391

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 31,304 42,391

   普通株式の期中平均株式数(千株) 7,530 7,527
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第64期（平成26年３月21日から平成27年３月20日まで）中間配当については、平成26年10月31日開催の取締役会に

おいて、平成26年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり

中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                              　  37,631千円

② １株当たりの金額                               　５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　平成26年11月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
平成26年10月30日

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 柏　木　勝　広　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岸　田　好　彦　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の平成26年３月21日から平成27年３月20日までの第64期事業年度の第２四半期会計期間（平成26年６月21日から平成

26年９月20日まで）及び第２四半期累計期間（平成26年３月21日から平成26年９月20日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の平成26年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

強調事項

注記事項（四半期貸借対照表関係）偶発債務に記載されているとおり、会社が加入する複数事業主制度の「愛知県ト

ラック事業厚生年金基金」は、平成26年２月27日開催の代議員会で特例解散の方針を決議している。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第２四半期累計期間

	(3)四半期キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

